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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な

お
正
月
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ

と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
に

ご
協
力
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
一
斉
改
選
に
あ
た
り
、
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
重
責
を

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
永
年
に
亘
っ
て
、
地
域
の
た
め

に
活
躍
さ
れ
た
22
名
の
委
員
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
ご
功
労
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
変
化
の
激
し
い
現
在
、
高
齢
者
の

方
々
の
認
知
症
問
題
、
孤
独
や
孤
立
に
よ

る
ひ
き
こ
も
り
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
へ
の

虐
待
、
学
校
で
の
い
じ
め
、
貧
困
問
題
が
、

ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
方

か
ら
の
相
談
を
傾
聴
し
、支
援
に
つ
な
げ
、

皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
き

め
細
や
か
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
協
議
会
委
員
全
力
で
“
ワ
ン
チ
ー

ム
”
と
な
り
、地
域
の
方
を
見
守
り
支
え
、

安
心
・
安
全
な
、
わ
が
街
“
畷
”
の
実
現

に
向
け
、活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

会
長　

山 

㟢  　

譲

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

児
童
福
祉
部
会
施
設
見
学

子
育
て
講
演
会

市
民
の
集
い

初 春
災
害
時
要
援
護
者

支
援
活
動
委
員
会

ルフレ八尾

母と子で新しい暮らしに
ステップアップ

施設見学しています

強風体験（風速32m）４Ｄ地下浸水映像体験

こどもの予防接種について めんこ遊びに夢中！ 魚つり楽しいなぁー
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主
任
児
童
委
員
連
絡
会

主
任
児
童
委
員
連
絡
会

広

報

部

広

報

部

児

童

福

祉

部

会

児

童

福

祉

部

会

　

９
月
25
日
（
水
）、
泉
佐
野
市
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
石
原
欽

子
・
明
松（
か
が
り
）両
会
長
に
よ
る

挨
拶
、
副
会
長
の
概
況
報
告
、
部

長
の
活
動
内
容
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
意
見
交
流
会
は
、
広
報
誌
を
多

く
の
住
民
に
親
し
ん
で
読
ん
で
い
た

だ
く
紙
面
づ
く
り
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
、
両
市
広
報
活
動
の
現
状
と
課
題

説
明
、
最
後
は
今
年
の
委
員
改
選
を

む
か
え
、
担
い
手
確
保
の
む
ず
か
し

さ
に
多
く
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

実
り
あ
る
交
流
で

他
市
の
広
報
活
動
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
紙
面
作
り
に

役
立
て
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
委
員
会

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
委
員
会

子

育

て

講

演

会

子

育

て

講

演

会

　

雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
中
、

10
月
９
日
（
水
）
災
害
時
要
援

護
者
支
援
活
動
委
員
会
23
名
は
、

京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
し
た
。
案
内
に
し
た

が
い
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
強
風
体
験
、
地
震
体
験
、

４
Ｄ
シ
ア
タ
ー
で
は
迫
り
く
る

地
下
街
の
浸
水
恐
怖
を
バ
ー

チ
ャ
ル
映
像

で
実
感
す
る

事
が
で
き
ま

し
た
。
最
後

に
ド
ア
に
か

か
る
水
圧
10

㎝
20
㎝
で
も

押
し
開
け
る

　

９
月
30
日
（
月
）、
母
と
子
の
幸

せ
の
た
め
の
母
子
生
活
支
援
施
設
、

八
尾
隣
保
館
・
ル
フ
レ
八
尾
に
、
石

原
会
長
始
め
30
名
で
研
修
に
参
加
。

主
任
の
小
林
氏
か
ら
施
設
の
概
要
、

取
り
組
み
等
を
説
明
戴
き
、
そ
の
後

見
学
。
新
し
い
す
ば
ら
し
い
施
設
で

す
。
50
世
帯
の
普
通
の
マ
ン
シ
ョ
ン

で
の
住
ま
い
。
平

成
28
年
、
名
称
も

八
尾
母
子
ホ
ー
ム

か
ら
ル
フ
レ
八
尾

に
変
更
。
ル
フ
レ

と
は
輝
き
と
い
う

意
味
。
母
子
た
ち

か
ら
名
前
を
変

　

10
月
21
日
（
月
）、
大
阪
電
気
通

信
大
学
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
令

和
元
年
度
第
二
回
河
北
ブ
ロ
ッ
ク
主

任
児
童
委
員
連
絡
会
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修

会
報
告
が
、
枚
方
市
代
表
の
方
と
、

四
條
畷
市
代
表
の
藤
本
さ
ん
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
次
に
、
大
阪
水
上
隣
保

館
遥
学
園
園
長
の
村
井
徹
氏
と
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト
ひ
ら
か
た
サ
プ
リ

村
野
統
括
責
任
者
の
山
下
裕
美
氏
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
隣
保

館
に
入
居
し
て
い
る
子
ど
も
の
入
居

理
由
は
虐
待
が
半
数
以
上
、
平
均
５

年
の
在
籍
後
地
域
に
戻
っ
て
い
く
の

で
、
そ
の
後
は
民
生
委
員
が
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト
ひ
ら
か
た
は
、

子
育
て
経
験
が
あ
れ
ば
誰
で
も
ス
タ

ッ
フ
に
な
れ
、
青
空
広
場
な
ど
の
活

動
を
様
々
な
職
種
の
方
が
支
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

寝
屋
川
市
民
児
協
が
取
り
組
ん
で

　

10
月
20
日
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
、
協
議
会
活
動
と
地

区
活
動
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、

１
、０
０
０
名
を
超
え
る
方
々

の
参
加
の
中
、
啓
発
活
動
を

し
ま
し
た
。

　

以
下
４
か
所
の
催
し
会
場

で
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
付
し
ま
し
た
。

10
月
20
日　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
）

10
月
23
日　

�

子
育
て
講
演
会
（
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
）

10
月
27
日　

�

市
民
の
集
い

　
　
　
　
　
　
（
西
中
学
校
）

11
月
６
日　

�

児
童
虐
待
防
止
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
四
条
畷
駅
・
忍
ヶ

丘
駅
）

参加しました
　

10
月
20
日
、
石
原
会
長
・

生
活
福
祉
部
会
委
員
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

な
わ
て
更
生
園
ま
つ
り

い
る「
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
、
充
実
し

た
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

  　
　
　
　
　
　

  

吉 

田 

知 

子

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
11
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
は
思
っ
た
以
上
の
力
が
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
大
丈

夫
と
思
っ
て
い
て
も
自
然
の
猛

威
に
は
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。

い
つ
自
然
災
害
が
起
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
地
球
温
暖
化
に

よ
る
影
響
が
益
々
大
き
く
な
っ

て
い
る
昨
今
、
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
正
し
い
行
動
の
仕
方

を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
、
ま

た
災
害
に
負
け
な
い
気
持
が
大

切
と
学
び
ま
し
た
。“
備
え
あ
れ

ば
憂
い
無
し
”
日
頃
か
ら
家
族

や
地
域
の
方
々
と
の
話
し
合
い
、

防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

森 

川 

陽 

子

え
て
良
か
っ
た
と
喜
び
の
声
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
以
前
は
共
同

風
呂
等
で
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
ま
し
た

が
、
個
別
に
な
り
癒
し
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
生
活
環
境
、
あ
り
の
ま
ま

の
母
と
子
ど
も
で
居
ら
れ
る
安
心
安

全
な
生
活
の
場
に
な
り
ま
し
た
。
今

時
の
若
い
お
母
さ
ん
は
相
談
も
電
話

よ
り
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、
保
育
園
、
学
習

支
援
、
24
時
間
体
制
の
緊
急
一
時
保

護
受
け
入
れ
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
母

子
家
庭
の
課
題
も
多
い
が
地
域
の
中

で
民
生
委
員
、
児
童
委
員
の
力
が
必

要
で
あ
る
と
の
お
話
に
、
私
達
も
お

手
伝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

鉾 

立 

昭 

子
　

９
月
６
日
、
自
殺
予
防
街
頭
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四
条

畷
駅
と
忍
ヶ
岡
駅
前
で
、
洗
剤
セ
ッ

ト
を
配
布
し
、
自
殺
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

自
殺
防
止
強
化
週
間

川 

上 

恵 

子
（
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
の
感
想
で
す
。）

（2）

研 修 報 告
　

10
月
23
日
（
水
）
市
民
総
合
セ

ン
タ
ー
で
講
演
会
「
こ
ど
も
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
」
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

私
は
毎
年
、
講
演
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
民
生
委
員
の

方
に
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
マ
マ
が
い
な
く

て
寂
し
く
て
途
中
抱
っ
こ
さ
れ
て

や
っ
て
く
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
す

が
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
、
と
て
も

親
切
で
良
い
待
遇
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
予
防
接
種
は
、
赤

ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
新

米
マ
マ
に
は
初
め
て
の
こ
と
で
、

生
後
２
ヶ
月
か
ら
同
時
接
種
で
小

さ
な
腕
に
注
射
す
る
こ
と
が
痛
々

し
く
思
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
い
ろ
ん
な
病
気
か
ら
守
る

た
め
の
予
防
接
種
で
、
忘
れ
ず
打

つ
こ
と
が
健
康
で
元
気
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
と
、
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
不
明
の
病
気
が
起
こ
り
得
る
世

の
中
で
、
時
代
に
よ
っ
て
予
防
接

種
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
私
た

ち
親
は
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
手
洗
い
・

う
が
い
を
心
が
け
、
予
防
接
種
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
来
年
も
子
育
て
講
演
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
子
ど
も
と
よ

り
健
康
で
過
せ
る
よ
う
、
先
生
に

い
ろ
い
ろ
な
疑

問
質
問
な
ど
相

談
に
の
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に

参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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理
事
会
・
定
例
会

民
児
協
な
わ
て
115
号
発
行

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
の
情
報
交
換

敬
老
会
参
加
協
力

広
報
部　

泉
佐
野
市
民
児
協
と
の
交
流

児
童
福
祉
部
会　

ル
フ
レ
八
尾
視
察
研
修

自
殺
予
防
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力

ら
ん
ら
ん
フ
ェ
ス
タ
参
加
協
力

市
内
小
学
校
運
動
会
参
観

主
任
児
童
委
員
活
動

　

・
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
（
毎
月
）

　

・
子
育
て
関
係
機
関
連
絡
会
（
毎
月
）

　

・
保
健
セ
ン
タ
ー
１
歳
半
児
健
診
（
毎
月
）

　

・
子
育
て
サ
ロ
ン
支
援
（
毎
月
）

理
事
会
・
定
例
会

子
育
て
講
演
会

　

テ
ー
マ
「
こ
ど
も
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

安
心
し
て
予
防
接
種
を
う
け
る
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
児
科
医　

寺
嶋
秀
幸
氏

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
協
力

市
内
中
学
校
体
育
祭
参
加

な
わ
て
更
生
園
ま
つ
り
参
加
協
力

市
民
の
集
い
参
加
（
親
と
子
の
む
か
し
遊
び
）

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
委
員
会

　
　

京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学

河
北
ブ
ロ
ッ
ク
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
研
修
会

理
事
会
・
定
例
会

研
修　

事
例
発
表
「
子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
」

児
童
虐
待
防
止
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
）
参
加
協
力

理
事
会
・
定
例
会

民
生
委
員
児
童
委
員
退
任
式
・
委
嘱
状
伝
達
式

高
齢
者
年
賀
状
発
送

11
月

12
月 民

生
委
員
・
児
童
委
員

　
　

活 

動 

記 

録

９
月

10
月

（3）

四條畷市長特別感謝状（在籍１５年以上）

雁 屋

岡 山

石　原　欽　子
村　上　武　司

岡 山

中野本町・西中野

森　　　義　雄
上　山　　　妙

岡 山 諏　訪　邦　彦

楠 公 福　井　安　子 畑 中 藤　田　和　代（故）

四條畷市長感謝状（在籍４年以上）を贈呈された方

厚生労働大臣感謝状（在籍６年以上）及び 四條畷市長感謝状（在籍４年以上）をともに贈呈された方

雁 屋

岡 山

岡 山

二 丁 通

府 営 清 滝

中野本町・西中野

石　原　欽　子
村　上　武　司
森　　　義　雄
鉾　立　昭　子
井　上　賢太郎
植　村　欣　子

塚 米

雁 屋

中野本町・西中野

岡 山

砂

篠　惠　美　子
西　岡　貞　子
上　山　　　妙
諏　訪　邦　彦
中　西　庄司郎

岡 山

雁 屋

岡 山

雁 屋

田 原 台

小　寺　典　子
福　田　　　徹
篠　田　　　實
中　西　宜　子
前　田　勝　彦

田 原 台 植　前　昌　宏（故）

　

昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
に
伴

い
36
年
間
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
退
任
し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
58
年
民

生
委
員
を
拝
命
、
丁
度
そ
の
年

は
社
会
福
祉
法
の
改
正
で
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
法
制
化
さ
れ

る
な
ど
「
地
域
福
祉
」
に
焦
点

が
合
っ
た
と
き
で
し
た
。
福
祉

は
多
様
化
し
、
一
部
の
人
の
問

題
か
ら
、
社
会
全
体
で
考
え
る

問
題
と
な
り
、
地
域
住
民
に
よ

永
年
に
亘
り
活
動
さ
れ
た

委
員
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ

顧　問

石 原 欽 子

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退 任 委 員退 任 委 員

永年に亘りご尽力頂きまして
ありがとうございました

石原　欽子
伊藤　哲夫
井上賢太郎
植村　欣子
上山　　妙
久門　久枝

小寺　典子
篠　惠美子
篠田　　實
諏訪　邦彦
千賀　克美
中澄　重則

中西庄司郎
中西　宜子
西岡　貞子
野本　久代
福井　安子

福田　　徹
鉾立　昭子
前田　勝彦
村上　武司
森　　義雄

退 任 感 謝 状退 任 感 謝 状

り
そ
う
民
生
委
員
の
役
割
が
一

段
と
高
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
り
、
孤
独
や
孤

立
、
ひ
き
こ
も
り
等
、
社
会
の

仕
組
で
は
解
決
困
難
な
状
態
が

生
じ
て
来
て
お
り
、
地
域
の
き

ず
な
作
り
、
地
域
住
民
と
連
携

協
同
し
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

在
任
中
、
委
員
の
皆
様
方
、

行
政
、
社
協
関
係
各
位
の
ご
指

導
ご
高
配
に
よ
り
、任
務
を
ま
っ

と
う
す
る
こ
と
が
出
来
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
微
力
な
が
ら
、
社
会
福
祉
推

進
の
応
援
団
と
し
て
お
手
伝
い

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。（敬称略・５０音順）



な 　 わ 　 て2020 年（令和 2 年）1月15 日発行 （4）

☆永年勤続単位民生委員児童委員協議会会長表彰（会長として通算14年以上）
☆永年勤続民生委員・児童委員表彰（通算10年以上）

春

石　原　欽　子
井　上　賢太郎

表 彰 お め で と う ご ざ い ま す
◆令和元年度 全国民生委員児童委員連合会会長表彰

☆民生委員・児童委員功労表彰 上　山　　　妙
◆令和元年度 大阪府社会福祉協議会会長表彰

北野 清美
滝木間

中野 正孝
楠公

谷口 昇治
楠公

普照 初枝
塚米

北井 隆嗣
塚米

土井 まさ子
川崎

中田 惠子
川崎

梨岡 由起
畑中

金子 仁惠
畑中

松本 初美
滝木間

阿部 ゆき江
雁屋

中林 善造
北出

西口 久美子
中野本町・西中野

山口 春美
岡山

山㟢 譲
岡山

内藤 壽
田原台

藤本 寿子
忍ケ丘小学校区

川島 由美子
二丁通

井上 知代子
二丁通

井森 キミ子
江瀬美

北原 京子
江瀬美

藤原 峰子
江瀬美

平山 明子
雁屋

稲川 裕美子
雁屋

佐倉 公子
雁屋

成見 千津子
雁屋

永廣 光子
中野本町・西中野

築山 常子
中野本町・西中野

岩倉 幸江
中野本町・西中野

小林 由美子
中野本町・西中野

藤原 清美
美田

松岡 俊生
美田

大滝 武
蔀屋

八上 紀子
蔀屋

淺井 清子
北出

村川 充
岡山

田中 里子
清滝

大田 美和子
清滝

中尾 眞澄
清滝

南畑 幸子
清滝

玉置 早智子
東中野

槙山 多香子
中野新町

兼松 小夜子
中野新町

佐藤 温子
中野本町・西中野

問田 哲志
岡山

上野山 勝也
岡山

林 範彦
岡山

髙松 憲子
岡山

中村 節子
岡山

髙橋 たか子
岡山

渡邉 昌子
岡山

清水 富雄
岡山

吉田 淳子
岡山

坂口 マス子
田原台

岩城 令子
田原台

橋本 啓一
田原台

澤田 敬二
緑風台

北河 弘子
下田原

上田 育代
下田原

西尾 光代
上田原

川口 重昭
砂

吉田 真弓
砂

中村 眞知子
府営清滝

北浦 明美
府営清滝

治郎丸 昭夫
府営清滝

森川 陽子
さつきヶ丘

鈴木 信之
田原台

麻生 勝
田原台

泉 葉子
岡部小学校区

原田 陽子
くすのき小学校区

旭 恵美里
田原小学校区

吉田 知子
四條畷小学校区

橋垣 富美子
東小学校区

島本 洋子
南小学校区

（令和元年１２月１日から）民生委員・児童委員

主任児童委員

民生委員・児童委員、主任児童委員の紹介

〈 備考 〉
　ここで紹介する委員は、令和
元年 12 月 1 日の一斉改選時点
で委嘱された民生委員・児童委
員、主任児童委員です。定員 82
名中、74 名に委嘱され、8 名が
欠員の状態です。
　欠員のある地区は、畑中、塚
米、楠公、東中野、逢坂、田原
台 5 丁目、田原台 7 丁目、府営
清滝の 8 地区です。委嘱が確定
次第、次号以降で、氏名・地区
を写真とともに紹介します。


